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発　　行

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

さ
て
、
私
達
東
京
形
成
歯
科
研
究
会
の
先
生

方
9
名
で
18
日
（
日
）
の
学
会
を
終
え
、
そ
の

足
で
鳥
村
先
生
先
導
の
下
、
名
古
屋
駅
か
ら
近

鉄
線
（
古
谷
田
先
生
い
わ
く
昔
は
お
し
ぼ
り
を

配
っ
て
い
た
と
の
事
）に
乗
り
、ミ
キ
モ
ト
パ
ー

ル
島
で
有
名
な
鳥
羽
へ
と
慰
安
旅
行
に
出
か
け

ま
し
た
。
賢
島
行
き
の
特
急
に
乗
る
事
1
時
間

40
分
。
お
弁
当
（
お
つ
ま
み
）
と
飲
み
物
を
買

い
、
学
会
の
事
、
原
発
の
事etc

を
お
話
し
な

が
ら
車
中
は
さ
な
が
ら
大
人
の
遠
足
の
よ
う
で

し
た
。
木
下
先
生
は
少
し
ビ
ー
ル
が
足
り
な

か
っ
た
様
子
で
、
途
中
か
ら
車
窓
を
眺
め
て
い

ま
し
た
。
も
し
か
し
た
ら
、
途
中
駅
で
ビ
ー
ル

の
自
販
機
を
探
し
て
い
た
の
か
も
…
。

　

鳥
羽
に
到
着
後
、
一
行
は
疲
れ
た
体
を
癒
す

た
め
足
早
に
温
泉
へ
。
ち
ょ
っ
と
ス
パ
風
の
温

泉
で
源
泉
は
ア
ル
カ
リ
性
。
ぬ
る
め
の
湯
で
あ

り
ま
し
た
が
、
疲
れ
が
取
れ
ま
し
た
。
渡
辺
先

生
は
学
会
の
ポ
ス
タ
ー
を
見
て
か
ら
一
足
遅
く

鳥
羽
に
到
着
し
た
た
め
、
荷
物
を
持
っ
た
ま
ま

温
泉
へ
直
行
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
楽
し

み
な
宴
会
へ
。
メ
イ
ン
の
お
料
理
は
何
と
言
っ

て
も
伊
勢
湾
で
取
れ
た
新
鮮
な
桶
盛
り
。
ス
イ

　

日
本

列
島
を

台
風
15

号
が
直

撃
し
、

東
京
都
心
で
交
通
網
が
マ
ヒ
し
、
渋
谷
駅
で
バ

ス
を
待
つ
人
の
長
い
行
列
が
テ
レ
ビ
で
流
さ
れ

て
い
た
事
は
記
憶
に
新
し
い
で
し
ょ
う
。
私
達

は
そ
の
前
々
日
に
第
41
回
（
公
）
日
本
口
腔
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
学
会
総
会
・
学
術
大
会
を
終
え
、

名
古
屋
か
ら
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
今
大
会
は
木

曜
日
に
ケ
ー
ス
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
試
験
が

あ
り
、
診
療
室
及
び
勤
務
先
を
何
日
も
休
ま
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
大
変
だ
っ
た
先
生
も
い
ら
し

た
事
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
中
行
わ
れ
た
イ
ン
プ

ラ
ン
ト
学
会
。
会
場
は
名
古
屋
駅
か
ら
地
下
鉄

で
15
分
程
の
「
名
古
屋
国
際
会
議
場
」
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
オ
ー
ラ
ル
・
ポ
ス
タ
ー
共
に
発
表

に
対
す
る
活
発
な
質
問
が
飛
び
交
い
（
少
し
バ

ト
ル
等
も
あ
り
）、
学
会
に
対
す
る
ま
た
は
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
に
対
す
る
先
生
方
の
熱
い
思
い
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
、今
年
も
ラ
ン
チ
ョ

ン
セ
ミ
ナ
ー
に
と
て
も
多
く
の
先
生
が
参
加
さ

れ
、
そ
こ
に
も
勤
勉
さ
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ

カ
が
丸
ご
と
入
る
よ
う
な
桶
に
、
伊
勢
海
老
、

ほ
ら
貝
、
桜
鯛
が
綺
麗
に
乗
っ
て
い
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
伊
勢
海
老
は
丸
ご
と
（
後
で
お
味
噌

汁
の
出
汁
に
し
て
く
れ
る
と
の
事
）、
ほ
ら
貝

は
ひ
ょ
う
き
ん
族
で
た
け
ち
ゃ
ん
マ
ン
を
呼
ん

で
い
た
位
の
大
き
さ
の
物
。
後
は
松
阪
牛
も
堪

能
し
ま
し
た
。小
嶋
先
生
が「
熱
燗
じ
ゃ
ん
じ
ゃ

ん
、1
本
持
っ
て
き
て
〜
！
」（
一
同
笑
い
）
と
。

愛
知
県
産
を
含
め
た
お
酒
も
た
く
さ
ん
呑
み
、

楽
し
い
宴
と
な
り
ま
し
た
。

　

翌
日
は
朝
9
時
に
ホ
テ
ル
を
出
発
し
、
鳥
羽

駅
か
ら
9
人
乗
り
の
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
に
乗

り
、
い
ざ
「
伊
勢
神
宮
」
へ
。
9
人
乗
り
な
の

で
先
生
方
と
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
楽
し
く

行
こ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
、
突
然
運
転
手
さ
ん

か
ら
上
か
ら
目
線
の
声
。「
お
客
さ
ん
達
、
お

伊
勢
さ
ん
は
初
め
て
で
す
か
？
」
と
、
威
嚇
的

と
も
思
え
る
関
西
弁
が
車
内
に
と
ど
ろ
き
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
「
お
伊
勢
さ
ん
」
に
つ
い
て
の

マ
シ
ン
ガ
ン
ト
ー
ク
が
続
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

タ
ク
シ
ー
は
ニ
ュ
ー
ス
に
も
な
っ
た
縄
が
台
風

で
切
れ
て
し
ま
っ
た
夫
婦
岩
へ
（
行
っ
た
時
に

は
修
復
さ
れ
て
い
ま
し
た
）。夫
婦
岩
を
見
学
後
、

伊
勢
神
宮
到
着
前
に
運
転
手
さ
ん
が
、
赤
福
よ

り
も
創
業
が
200
年
も
古
い
と
言
う
福
も
ち
本
店

へ
案
内
し
て
く
れ
ま
し
た
。
赤
福
よ
り
も
ぜ
ん

ぜ
ん
甘
く
て
（
帰
り
の
電
車
内
で
食
べ
比
べ
た

結
果
）、甘
党
の
奥
寺
会
長
も「
こ
れ
は
甘
い
ね
」

と
1
個
半
で
ギ
ブ
ア
ッ
プ
。

　

い
よ
い
よ
伊
勢
神
宮
へ
到
着
。
伊
勢
神
宮
は

外
宮
と
内
宮
と
あ
り
、
時
間
の
関
係
上
今
回
は

内
宮
だ
け
参
拝
し
ま
し
た
。
運
転
手
さ
ん
が
内

宮
は
右
側
通
行
と
言
っ
た
の
を
思
い
出
し
（
ち

な
み
に
外
宮
は
左
側
通
行
だ
そ
う
で
す
）、
右

足
か
ら
鳥
居
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。
3
連
休
プ
ラ

ス
お
天
気
が
良
く
、
気
温
も
高
く
汗
だ
く
に
な

り
ま
し
た
。
本
殿
ま
で
の
長
い
じ
ゃ
り
道
を
歩

き
、
や
っ
と
お
賽
銭
を
チ
ャ
リ
ー
ン
。
2
拝
2

拍
手
1
拝
。
参
拝
後
、
お
か
げ
横
丁
で
名
物
の

伊
勢
う
ど
ん
（
か
な
り
軟
ら
か
め
の
う
ど
ん
を

き
じ
ょ
う
ゆ
で
）を
食
べ
、暑
か
っ
た
の
で
ビ
ー

ル
を
少
々
。
そ
の
後
名
古
屋
駅
ま
で
戻
り
、
新

幹
線
で
東
京
に
帰
っ
て
来
ま
し
た
。
1
泊
2
日

の
忙
し
い
旅
で
し
た
が
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。
ま
た
、
会
員
の
先
生
方
と
肩
を
並
べ
て

（
私
に
は
100
年
早
い
）
旅
行
に
行
け
る
よ
う
に
、

明
日
か
ら
歯
科
道
（
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
道
）
に
励

も
う
と
思
っ
た
の
で
し
た
。

学会参加者と親善旅行

第41回
（
公
）
日
本
口
腔
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
学
会

総
会
・
学
術
大
会
を
終
え
て
　

東
京
形
成
歯
科
研
究
会
　
会
員　

田
中
　

か
ず
さ
　

　

２
０
１
１
年
（
平
成
23
年
）
は
、
私
に
と
り

ま
し
て
は
人
生
の
一
頁
を
記
述
す
る
事
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。

●
6
月
11
日
（
土
）・
12
日
（
日
）

　

今
回
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
有
楽
町
）

に
て
、
第
29
回
日
本
顎
咬
合
学
会
学
術
大
会
・

総
会
が
開
催
さ
れ
、

Title

：『Partial denture

よ
り
もDental 

im
plant

の
方
が
優
れ
る
』

　

—
 

高
度
先
進
医
療
40
年
の
臨
床 —

で
発
表
し
ま
し
た
。
今
回
のCase

は
、
私
と

Dr.
竹
下
の
40
年
の
集
大
成
の
よ
う
な
研
究
成
果

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
ル
ー
チ
ン
に
下

記
の
よ
う
にOpe

を
行
っ
て
い
ま
す
。

① Blade

か
らRoot form

へ

② 

パ
ン
ト
モ
か
らCT

に
よ
る
画
像
診
断

③ Sinus floor elevation 

上
顎
洞
底
拳
上
術

④ PRP

（
多
血
小
板
血
漿
）
シ
ス
テ
ム
応
用
、

患
者
（
本
人
）
の
静
脈
か
ら
採
血
す
る

⑤ 

人
工
膜
・
人
工
骨
を
使
用

⑥ Titanium
 Custom

 Endosteal Im
plant

（
骨
膜
下
）

　

 HA

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
米
国
で
製
作
。
残

念
な
が
ら
日
本
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

⑦ Im
m

ediate im
plant placem

ent

（
抜
歯

即
時
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
埋
入
及
び
即
時
荷
重
）

●
8
月
7
日
（
日
）

　

Dental im
plant

の
師
匠
で
あ
る
故
乙
部 

朱
門 

先
生
の
十
七
回
忌
を
実
家
が
あ
り
ま
す

荒
川
区
南
千
住
“
円
通
寺
”
に
て
、
日
本
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
臨
床
研
究
会
（
会
員
130
名
）
現
会
長

井
汲 

憲
治
、
名
誉
会
長
小
嶋 

榮
一
他
、
故
乙

部 

朱
門 

先
生
の
息
が
か
か
っ
た
有
志
18
名
が

集
ま
り
、
御
線
香
と
塔
婆
を
あ
げ
拝
ん
で
来
ま

し
た
。Linkow

先
生
か
ら
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
草
葉
の
陰
か
ら
『 

ヨ
ー

ッ
！
コ
ジ
マ
。
こ
の
暑
い
の
に
皆
を
連
れ
て
良

く
来
て
く
れ
た
な
ぁ
〜 

』
と
喜
ん
で
い
る
と

思
い
ま
す
。
勿
論
、
乙
部
先
生
が
大
好
き
で
あ

っ
た
お
酒
で
一
杯
や
り
ま
し
た
。
う
か
い
亭
烏

山
に
て
。（
次
頁
下
へ
続
く
）

小嶋 榮一 先生のある日々小嶋 榮一 先生のある日々

誉生になるように努力してます。
後期高齢者 75歳の戯言ですが…

誉生になるように努力してます。
後期高齢者 75歳の戯言ですが…

コラムコラム
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国
際
的
有
名
血
液
専
門
家､

幹
細
胞
研

究
学
者
の
参
加
者
に
よ
っ
て
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
２
０
１
１
年
12 

月
10
日

（
土
）
〜
11
日
（
日
）BEX

CO

釜
山
（
釜

山
広
域
市
海
雲
台
区
冬
柏
路
116
）
で
盛
会

裏
に
開
催
さ
れ
た
。
今
回
も
東
京
形
成
研

究
会
の
開
催
主
管
で
企
画
構
成
さ
れ
、
東

京
形
成
の
会
員
は
、
海
外
研
修
も
兼
ね
な

が
ら
の
参
加
で
あ
っ
た
。
9
日
（
金
）、

日
本
か
ら
の
参
加
者
は
羽
田
空
港
に
早
朝

集
ま
り
、
ソ
ウ
ル
経
由
で
釜
山
に
着
き
、

台
湾
の
先
生
方
と
合
流
し
、
韓
国
最
大
の

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
会
社
の
工
場
を
訪
問
し
た
。

技
術
者
に
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
性
状
コ
ン
セ

プ
ト
を
科
学
的
見
地
か
ら
レ
ク
チ
ャ
ー
し

て
頂
き
、
英
語
で
や
り
と
り
を
会
員
共
々

行
い
、
専
門
用
語
に
対
し
て
は
な
じ
み
が

深
く
、
意
外
と
理
解
で
き
た
と
参
加
者
の

面
々
の
感
想
で
あ
っ
た
。
同
行
し
た
台
湾

の
Dr.
も
自
国
語
を
話
し
な
が
ら
理
解
を
し

て
い
た
の
で
同
じ
よ
う
に
思
え
た
。
極
め

て
国
際
的
な
雰
囲
気
は
こ
の
よ
う
な
ツ

ア
ー
で
し
か
味
わ
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

翌
日
は
釜
山
で
の
最
大
級
の
診
療
所
持
つ
、

李 

亨
謨 

先
生
の
診
療
所
を
見
学
し
た
。

さ
す
が
釜
山
の
名
医
と
言
う
だ
け
あ
り
、

現
在
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
臨
床
に
お
け
る
近
代

臨
床
全
て
の
設
備
と
シ
ス
テ
ム
を
遺
憾
な

く
発
揮
さ
れ
て
い
る
診
療
所
で
あ
っ
た
。

ま
だ
高
校
生
の
息
子
さ
ん
が
李
先
生
の
代

わ
り
に
流
長
に
英
語
と
日
本
語
で
韓
国
語

を
通
訳
し
て
頂
い
た
。
時
代
を
担
う
若
手

が
既
に
育
っ
て
い
る
事
に
目
を
細
め
た
。

　

そ
の
後
、K

orean A
cadem

y of 
O

ral and M
axillofacial Im

plantology

（K
A

O
M

I

）
の
年
次
総
会
に
招
待
を
さ
れ
、

CA
N

D

・CA
M

シ
ス
テ
ム
を
テ
ー
マ
に

取
り
上
げ
ら
れ
、
300
人
の
参
加
が
熱
心
に

聞
い
て
い
た
事
に
、
韓
国
の
動
き
を
注
視

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
気
が
し
た
。
そ
の

席
で
、
翌
日
に
行
わ
れ
るISBB

ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
紹
介
を
私
と
台
湾
の
蘇
先
生

の
紹
介
を
受
け
た
。

　

翌
日
、
釜
山
最
大
の
ニ
ュ
ー
ス
ス
ポ
ッ

トBEX
CO

釜
山
の
大
会
場
で
早
朝
か
ら

ISBB

を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

多
数
の
聴
講
者
を
前
に
、
各
先
生
方
が

聞
き
か
じ
る
発
表
で
は
な
く
、
今
な
お
研

究
し
て
い
る
内
容
で
あ
り
、
聴
講
者
に
は

イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
事
が
出
来
た
。
会

場
を
変
え
て
、
認
定
医
取
得
の
た
め
の

H
and on clinic

と
し
て
、
生
体
実
習
と

口
頭
試
験
を
開
催
し
受
験
者
全
員
合
格
し

た
。
こ
の
認
定
証
は
企
業
の
コ
ー
ス
で
は

な
く
、
純
粋
な
学
術
場
の
認
定
で
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
学
派
と
ア
メ
リ
カ
学
派
の
お
墨
付

き
で
も
あ
り
、
韓
国
の
受
験
者
は
感
激
し

て
い
た
。

ISBB国際血液生体材臨床応用会議
Workshop を企画して

Dr. Lee と共に（診療所）

韓国 OSTEEM 工場にて

学会場前 三大学会長と発表者と共に 実習終了後受賞者と

（
前
頁
下
よ
り
続
き
）

●
8
月
9
日
（
火
）

　

第
516
回
二
火
会
例
会
で
、
銀
座
ス
タ
デ
ィ
ー

グ
ル
ー
プ
二
火
会
会
長
・
金
田 

義
夫 

先
生
が

来
年
二
〇
一
二
年
1
月
で
、
め
で
た
く
満
百
歳

を
迎
え
ま
す
に
あ
た
り
、
白
寿
（
九
十
九
歳
）

の
お
祝
い
を
銀
座
交
詢
社
で
行
い
ま
し
た
。
誠

に
お
目
出
た
い
限
り
で
す
。

●
8
月
28
日
（
日
）

　

私
の
誕
生
日
。
こ
の
日
で
私
は
満
75
歳
に
な

り
、
後
期
高
齢
者
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

毎
年
8
月
28
日
を
中
心
に
、
2
泊
3
日
で
家

族
・
孫
5
人
と
一
緒
に
群
馬
県
の
四
万
温
泉
と

水
上
温
泉
に
遊
山
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。

●
9
月
11
日
（
日
）

　

New
 York

の
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
が

テ
ロ
に
よ
っ
て
爆
発
さ
れ
て
10
年
に
な
り
ま
す

が
、
私
に
と
り
ま
し
て
は
第
二
の
故
郷
で
忘
れ

る
事
は
出
来
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
10
年
前
に

A
A

ID

第
50
回
学
会
がNew

 Orleans

で
開

催
さ
れ
る
に
当
り
、
参
加
発
表
す
る
た
め
に
前

も
っ
て
演
題
を
出
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
採
用
の

通
知
が
来
ま
し
た
。
第
50
回
記
念
と
云
う
事
で

す
か
ら
、
私
も
飛
び
上
が
っ
て
喜
び
ま
し
た
。

学
会
日
は
二
〇
〇
一
年
11
月
14
日
〜
18
日
で
し

た
。
し
か
し
、
テ
ロ
事
件
が
9
月
11
日
で
す
か

ら
、
ア
メ
リ
カ
で
は
国
際
的
な
大
き
な
学
会
や

事
業
は
ほ
と
ん
ど
中
止
命
令
が
で
ま
し
た
。
日

本
で
も
茶
の
間
の
Ｔ
Ｖ
でNew

 York

の
世

界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ツ
イ
ン
ビ
ル
が
テ
ロ
の
飛
行

機
に
よ
っ
て
体
当
た
り
さ
れ
爆
発
。
ビ
ル
が
崩

れ
黒
煙
が
…
。
こ
の
映
像
が
一
日
中
放
映
さ
れ
、

見
て
い
た
事
を
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
数
日

後
に
、
大
国
ア
メ
リ
カ
の
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は

急
遽
声
明
を
発
表
し
、
今
ま
で
計
画
し
て
い
た

事
業
や
学
会
は
中
止
し
な
い
で
再
開
す
る
よ
う

に
。
こ
の
ま
ま
中
止
す
る
事
は
、
ア
メ
リ
カ
は

テ
ロ
に
屈
し
負
け
る
事
に
な
る
。
ア
メ
リ
カ
の

強
い
軍
隊
が
平
和
な
人
々
を
守
る
か
ら
、
ぜ
ひ

再
開
し
て
ほ
し
い
と
強
い
命
令
が
出
た
と
い
う

内
容
文
をA

A
ID

学
会
マ
ー
チ
ン
会
長
か
ら

手
紙
を
も
ら
い
ま
し
た
。
私
は
ブ
ッ
シ
ュ
大
統

領
・
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
信
用
し
て
学
会
に
参

加
し
て
来
ま
し
た
。
第
50
回A

A
ID New

 
Orleans

学
会
で
は
、
ア
メ
リ
カ
で
も
ト
ッ
プ

のCarl E

．M
isch

先
生
と
一
緒
に
発
表
し
、

私
は
『
ト
リ
』
を
務
め
ま
し
た
。

●
9
月
16
日
（
金
）・
17
日
（
土
）・
18
日
（
日
）

　

第
41
回
公
益
社
団
法
人
日
本
口
腔
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
学
会
・
学
術
大
会
が
、
名
古
屋
国
際
会
議

場
で
開
催
さ
れ
、
私
も

Title

：『
上
顎
臼
歯
部
片
側
遊
離
端
欠
損
部
の

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
に
よ
る
処
置
に
つ
い
て
』

　

—
 

40
年
の
経
験
よ
り —

　

を
発
表
し
ま
し
た
。
考
え
て
み
ま
す
と
、
私
は

一
九
七
四
年
に
第
3
回
福
岡
・
九
州
大
学
歯
学

部
補
綴
学
教
授
、
末
次 

恒
夫 

先
生
が
大
会
長

で
開
催
さ
れ
た
際
、
こ
の
よ
う
な
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
な
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
学
会
で
発
表
し
た
の
は
初

め
て
で
し
た
。
数
え
ま
し
た
ら
今
年
で
38
回
。

38
年
間
毎
年
発
表
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
事
が
認
め
ら
れ
て
か
…
…
？
認
定
医
第
一

号
・
指
導
医
第
一
号
・
専
門
医
第
一
号
を
学
会

か
ら
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
ち
な
み
に
現
在
は
正

会
員
が
一
万
人
以
上
と
云
う
事
で
す
。

　

同
じ
書
を
師
匠
のLincow

先
生
に
送
り
ま

し
た
と
こ
ろ
、
先
生
か
ら

『Thank you also for the excellent. It 
w

as a w
onderful tape.

』

素
晴
ら
し
い
内
容
で
あ
る
と
お
誉
め
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
も
あ
と
5
年
は
現
役
で

…
…
。
い
や
現
実
に
は
1
年
…
…
、
1
年
…
…
。

75
歳
を
初
心
と
し
て

1
．
健
康
第
一

2
．
家
庭
を
愛
し

3
．
仕
事
は
命
を
か
け
て

老
骨
に
ム
チ
打
っ
て
ガ
ン
バ
リ
ま
す
。

師
資
相
承 

→ 

晴
耕
雨
読
に
な
り
ま
し
た
。

小
嶋 

榮
一



（3）

開
を
加
え
な
が
ら
リ
プ
レ
イ
ス
し
、
テ
ン
シ
ョ

ン
を
か
け
な
い
よ
う
に
縫
合
し
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
他
の
先
生
の
一
つ
一
つ
の
手
技
を

見
る
と
本
当
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

後
半
期
に
入
り
、
特
に
一
番
興
味
が
あ
り
ま

し
た
12
月
に
行
わ
れ
た
東
京
歯
科
大
学
の
福
田 

謙
一 

先
生
の
危
機
管
理
、
救
急
蘇
生
、
鎮
静

法
の
講
義
。
毎
日
の
診
療
の
中
で
、
突
然
、
自

分
が
患
者
の
危
機
に
対
応
を
迫
ら
れ
る
シ
ー
ン

が
あ
る
だ
ろ
う
と
今
ま
で
何
と
な
く
や
っ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
頭
で
思
っ
て
い
て
も
実
際

何
が
で
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
マ
ウ

ス
ト
ゥ
ー
マ
ウ
ス
を
併
用
す
る
救
急
蘇
生
は
相

手
が
感
染
症
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
誰
に
で
も

抵
抗
な
く
で
き
る
の
か
？
東
京
歯
科
の
麻
酔
科

で
は
あ
ち
こ
ち
に
ア
ン
ビ
ュ
ー
バ
ッ
グ
が
お
い

て
あ
る
と
い
う
お
話
を
聞
き
、
す
ぐ
に
ア
ン

ビ
ュ
ー
バ
ッ
グ
を
購
入
し
ま
し
た
。
ま
た
、
採

血
や
点
滴
も
で
き
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
、

採
血
セ
ッ
ト
、
輸
液
セ
ッ
ト
を
常
備
し
、
ま
ず

は
自
分
の
上
腕
を
駆
血
帯

で
縛
り
自
分
で
採
血
の
練

習
を
し
ま
し
た
。
そ
の
ま

ま
輸
液
に
切
り
替
え
鎮
静

の
練
習
も
行
い
ま
し
た
。

よ
う
や
く
今
で
は
患
者
さ

ん
へ
採
血
は
デ
ビ
ュ
ー
を

果
た
し
ま
し
た
。
他
に
も

ロ
ー
ル
ワ
ッ
テ
等
を
気
管

に
詰
ま
ら
せ
た
ら
、
18
Ｇ

の
針
で
気
管
を
穿
刺
す
る

と
い
う
話
を
聞
く
と
す
ぐ

に
18
Ｇ
の
注
射
針
も
購
入

し
ま
し
た
。
極
太
で
し

た
。
気
を
付
け
て
い
て
も

起
こ
る
時
は
起
こ
る
事

故
。
緊
急
時
の
対
応
を
と

て
も
興
味
深
く
聞
く
事
が

で
き
ま
し
た
。
現
在
は
講

習
会
が
き
っ
か
け
で
紹
介

さ
れ
た
生
体
モ
ニ
タ
ー
や

血
液
遠
心
分
離
機
メ

デ
ィ
フ
ュ
ー
ジ
を
購
入
し

少
し
で
も
症
例
の
幅
を
広

げ
よ
う
と
試
行
錯
誤
し
て

お
り
ま
す
。

　

多
く
の
講
師
の
先
生
方
の
お
話
を
聞
く
と
や

は
り
自
分
の
経
験
し
て
き
た
事
を
臨
床
医
、
開

業
医
の
立
場
で
お
話
を
さ
れ
て
い
る
の
で
、
自

身
も
10
年
後
に
は
少
し
で
も
後
進
の
先
生
に
さ

ま
ざ
ま
な
経
験
を
話
す
事
が
で
き
れ
ば
良
い
か

な
と
思
い
ま
す
。

　

開
業
し
て
11
年
、
そ
れ
な
り
に
や
っ
て
き
ま

し
た
が
、
諸
先
輩
先
生
の
講
義
を
受
け
、
自
分

は
ま
だ
ま
だ
新
参
者
と
言
う
事
が
は
っ
き
り
分

か
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
当
院
の
歯
科
医
師
2
名
が
東
京
形

成
歯
科
の
認
定
講
習
会
に
お
世
話
に
な
り
ま
す

が
、
彼
ら
と
一
緒
に
ま
た
勉
強
し
て
行
こ
う
と

思
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
、
機
器
、
人
間
、
先
生
に

出
会
う
事
が
で
き
た
東
京
形
成
歯
科
研
究
会
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

ま
ず
認
証
医
。
皆
様
今
後
と
も
ご
指
導
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

東京形成歯科研究会　会員　根津 雅彦

　

平
成
23
年
4
月
24
日
（
日
）
よ
り
始
ま
っ
た

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
認
定
講
習
会
。
ド
キ
ド
キ
の
中
、

我
が
せ
ん
べ
い
の
町
、
埼
玉
県
草
加
よ
り
電
車

を
乗
り
継
ぎ
京
浜
東
北
線
で
日
暮
里
駅
か
ら
王

子
駅
へ
と
向
か
っ
た
。
王
子
駅
改
札
を
抜
け
北

本
通
り
を
赤
羽
方
面
へ
歩
く
事
5
分
、
右
側
に

グ
リ
ー
ン
の
大
き
な
ビ
ル
が
見
え
て
き
た
。
こ

こ
か
。
接
骨
院
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
も
併
設

し
て
あ
る
の
か
と
少
し
親
近
感
を
覚
え
た
。
と

言
う
の
も
私
も
幼
少
よ
り
柔
道
を
や
っ
て
お
り
、

趣
味
が
高
じ
て
道
場
を
開
き
、
近
所
の
子
供
た

ち
に
柔
道
を
教
え
て
い
る
。
常
に
私
の
傍
に
は

ベ
ン
チ
プ
レ
ス
や
バ
ー
ベ
ル
等
が
備
え
ら
れ
て

い
る
。

　

さ
て
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
4
階
へ
上
が
る
と

ま
ず
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
。
ス
ゲ
ー
ッ
。
と
つ

ぶ
や
く
。
そ
し
て
壁
に
は
奥
寺
先
生
の
柔
道
六

段
の
免
状
。
こ
れ
ま
た
凄
い
。
未
だ
五
段
を
目

指
し
て
い
る
私
に
と
っ
て
は
六
段
は
ま
だ
ま
だ

先
の
話
で
は
あ
る
。
ど
ん
な
先
生
な
ん
だ
ろ
う
。

と
想
像
を
膨
ら
ま
せ
て
い
た
。
こ
ん
な
気
持
ち

で
認
定
講
習
会
が
始
ま
っ
た
。

　

ま
ず
、
東
海
林
先
生
の
『
私
は
患
者
さ
ん
よ

り
認
定
医
を
頂
い
て
い
る
』
と
い
う
言
葉
に
始

ま
り
、
次
に
古
澤
先
生
の
臨
床
で
の
失
敗
例
や

そ
の
リ
カ
バ
リ
ー
の
お
話
等
す
ぐ
に
役
立
つ
情

報
を
た
く
さ
ん
頂
き
ま
し
た
。
月
に
一
度
講
習

会
に
通
い
一
番
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
の
は
小

笠
原
先
生
。
勢
い
が
凄
い
。『
採
血
し
て
い
る

先
生
ど
れ
く
ら
い
い
ま
す
か
？
』
と
言
わ
れ
た

時
に
ハ
ッ
と
す
る
思
い
で
し
た
。
今
ま
で
採
血

の
必
要
性
も
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
経
験

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
言
葉
が
頭
に
残

り
、
他
の
講
習
も
受
け
て
行
き
ま
し
た
。
補
講

で
参
加
し
た
ラ
イ
ブ
オ
ペ
の
患
者
は
奥
寺
先
生

自
身
で
あ
り
、
セ
デ
ー
シ
ョ
ン
開
始
後
も
で
き

る
限
り
説
明
を
続
け
る
先
生
の
情
熱
が
伝
わ
る

オ
ペ
で
し
た
。
奥
寺 

俊
允 

先
生
の
手
慣
れ
た

手
つ
き
の
採
血
、
セ
デ
ー
シ
ョ
ン
、
Ｐ
Ｒ
Ｐ
、

Ｐ
Ｒ
Ｆ
の
作
成
は
自
分
の
未
熟
さ
を
露
呈
す
る

も
の
で
あ
り
、
少
し
で
も
知
識
を
得
よ
う
と
術

式
、薬
剤
、使
用
さ
れ
て
い
る
器
具
等
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
き
ま
し
た
。
北
村
先
生
、
豊
田
先
生

に
よ
る
施
術
も
徹
底
し
た
掻
爬
を
行
い
、
Ｐ
Ｒ

Ｐ
で
処
理
さ
れ
た
補
填
材
、
Ｐ
Ｒ
Ｆ
、
バ
イ
オ

メ
ン
ド
を
置
き
何
度
も
剥
離
歯
肉
弁
を
減
張
切

　

２
０
１
２
年
3
月
16
日
〜
20
日
に
Ｉ

Ｓ
Ｂ
Ｂ
マ
ニ
ラ
大
会
に
参
加
し
て
き
ま

し
た
。
今
ま
で
も
台
湾
に
2
回
、
釜
山

—多方面のバラエティーさに感激——多方面のバラエティーさに感激—

認定講習会に参加して認定講習会に参加して

Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｂ
マ
ニ
ラ
大
会
に
参
加
し
て

“
医
療
先
進
国
と
し
て
の
役
割
”

　
新
潟
県
開
業
　
　
渡
辺 

泰
典

に
1
回
の
海
外
学
会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
自
分
自
身
が
英
語

で
発
表
さ
せ
て
も
ら
え
る
と
い
う
機
会
を
頂
き
ま
し
た
。
英
語
が
苦
手
な
の

は
自
覚
し
て
い
た
の
で
す
が
、
準
備
か
ら
大
変
で
、
大
学
の
先
生
等
に
英
訳

を
頼
む
と
「
日
本
語
の
主
語
と
述
語
が
は
っ
き
り
わ
か
ら
な
い
の
で
、
訳
し

よ
う
が
な
い
」
等
と
言
わ
れ
、
日
頃
の
不
勉
強
を
実
感
し
ま
し
た
。
そ
ん
な

状
態
で
も
何
と
か
原
稿
に
し
て
、今
ま
で
3
回
の
海
外
の
学
会
の
経
験
も
あ
っ

た
た
め
、
移
動
や
そ
の
他
の
手
配
は
順
調
に
進
み
ま
し
た
。
こ
の
度
は
東
京

形
成
の
会
員
以
外
に
お
二
人
の
先
生
が
オ
ー
プ
ン
参
加
さ
れ
、
ま
す
ま
す
Ｉ

Ｓ
Ｂ
Ｂ
の
発
展
に
心
強
く
思
い
ま
し
た
。

　

い
ざ
マ
ニ
ラ
に
着
い
て
み
る
と
さ
す
が
に
暑
い
も
の
で
、
新
潟
を
出
て
く

る
時
の
服
装
の
ま
ま
だ
っ
た
の
で
、
バ
ス
の
中
で
着
替
え
、
市
内
の
観
光
へ

と
出
か
け
ま
し
た
。
日
本
と
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
と
の
戦
争
の
歴
史
を
垣
間

見
る
チ
ャ
ン
ス
も
あ
り
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
時
間
が
取
れ
ず
、
ま
た
自
分

の
学
会
発
表
の
事
等
も
頭
に
あ
る
と
落
ち
着
い
て
見
学
す
る
事
も
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
マ
ニ
ラ
市
内
の
ホ
テ
ル
に
泊
ま
り
、
翌
日
のPhilippines 

N
ational U

niversity

で
の
学
会
に
備
え
ま
し
た
。
ま
た
、
マ
ニ
ラ
で
は
副

学
長
のJoseph Lim

先
生
ご
招
待
の
夕
食
会
に
も
参
加
で
き
、
皆
さ
ん
と
親

交
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

学
会
本
番
で
は
奥
寺
会
長
は
じ
め
、
台
湾
の
蘇 

先
生
、
日
本
か
ら
は
奥
寺 

俊
允 

先
生
、
鈴
木 

正
史 

先
生
、
北
村 

豊 

先
生
の
発
表
に
混
じ
り
自
分
も
発

表
と
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
抜
歯
即
時
埋
入
の
手
技
を
い

つ
も
の
自
分
な
り
に
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
英
語
で
紹
介
し
よ
う
と
言
う
訳

で
す
か
ら
、
う
ま
く
行
く
は
ず
も
な
く
、
ま
た
自
分
の
症
例
自
体
も
つ
た
な

い
症
例
で
、
更
に
そ
れ
を
皆
さ
ん
に
見
て
も

ら
う
事
と
な
る
と
、
恥
ず
か
し
い
事
だ
ら
け

で
、「
旅
の
恥
は
か
き
捨
て
」
状
態
で
私
の

発
表
は
終
わ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
奥
寺
会
長
お
得
意
の
マ
リ
ン
リ

ゾ
ー
ト
と
言
う
事
で
セ
ブ
島
に
行
き
ま
し
た

が
、
久
々
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
お
陰
様
で
堪

能
で
き
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
5
日
間
を
無
事
終

え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
機
会

を
与
え
て
頂
き
非
常
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

参加者と共に
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平成24年度東京形成歯科研究会主催、
（社）日本口腔インプラント学会認定講習会日程表 

 
予定日程 講師 時間 研 修 内 容 

1 4 月 22 日（日） 
小嶋 榮一 先生 

星野 清興 先生 
8 

概論：インプラントトラブル各種対処法 

概論：インプラントの歴史と現状 

2 5 月 27 日（日） 
白川 正順 先生 

大島 勇人 先生 
8 

循環器疾患とインプラント治療 

再生学と口腔解剖 

3 6 月 24 日（日） 
鴨井 久一 先生 

高戸  毅 先生 
8 

歯科医療の現場から視たインプラント 

再生医学の現状と展望 

4 7 月 22 日（日） 
外木 守雄 先生 

浜田 信城 先生 
8 

睡眠時無呼吸症候群に対する歯科の役割 

口腔環境と歯周病細菌の病原因子 

5 8 月 26 日（日） 
十河 基文 先生 

鵜沼 英郎 先生 
8 

インプラント臨床とＣＴ管理について 

合成法に依存して変化するＨＡの性質 

6 9 月 30 日（日） 
加藤 仁夫 先生 

横田  誠 先生 
8 

安全な外科処置について 

インプラントと歯周病 

7 10 月 21 日（日） 
佐藤 裕二 先生 

江原 雄二 先生 
8 

超高齢者社会におけるインプラント治療 

長期臨床と経過不良症例の対応 

8 11 月 18 日（日） Henry SU 先生 8 再生医療の実際 

9 12 月 16 日（日） 
大木 一成 先生 

梅原 正年 先生 
8 

口腔インプラント患者への対応 

インプラント治療の過去・現在・将来 

10 
平成 25 年 

1 月 20 日（日） 

林  昌二 先生 

前田 芳信 先生 
8 

インプラント補綴の基本と応用 

インプラント治療のコンセンサスの流れ 

11 2 月 17 日（日） 松尾 雅斗 先生 8 神奈川歯科大学解剖勉強会 

12 3 月 24 日（日） 
定永 健男 先生 

奥寺  元 先生 
8 

難症例に対応するには 

総論 

  研修時間合計 96  

 
※ 海外研修 
  6 月 15 日（金）～18 日（月）韓国 光州（朝鮮大学研究交流会） 
※ 11 月 18 日（日）東京形成歯科研究会 30 周年記念 
  国際シンポジウム「顎再生と保存の基礎・臨床」

　
　
　
報
　
　
告

　
東
京
形
成
歯
科
研
究
会
の
海
外
で
の
活
動
が
認
め

ら
れ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
際
大
学
の
客
員
教
授
と
し
て
、

北
村
　
豊 
先
生
と
奥
寺
　
俊
允 

先
生
が
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
後
、
関
係
諸
外
国
大
学
へ
二
名
に
続
く
様
に
、

推
薦
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
長
　
記

ISBB WORKSHOP 2012  IN  韓国､光州  朝鮮大学

近年､顎口腔領域の治療法は著しく発展し､今まで手つかずの顎骨および周囲組織の再生と保全は重要な
治療となり､領域が拡大してきた｡しかし､未だ未知なるものが多く今後、しっかりした学問と研究の上から
基本的理念が必要で､ISBB は現在行われているPRP･PPP･PRF･PGFA･幹細胞をしっかり求める学会である。

■ 開催日 ( 旅行日程 )　6月 15 日～ 17日
■ 開催地　　　　　　  韓国光州市 朝鮮大学

Keynote Speakers：

National Yang-Ming  University     蘇   正堯

■大会長  朝鮮大学学長 Prof.Su-Guam Kim
Chosun University                              Prof.Su-Guam Kim
Misomore  Dental  Clinic                  Dr. Kim Jin Son
National Taiwan University              Prof.Tzong-Fu Kuo
Leipzip University Gemany              Prof.Augustiuns  Bader

（大会参加･認定医申込／○を入れてください )韓国光州大会

Sponsord by

信州口腔外科インプラントセンター　    北村　豊
エルム駅前歯科クリニック　　　　　　増木　英郎
報徳歯科　　　　　　　　　　　　　　豊田　寿久

王子歯科美容外科クリニック　                 奥寺　俊允
東京形成歯科研究会　　　　                      奥寺　元

ISBB WORKSHOP 2012  IN  韓国､光州  朝鮮大学

Prof.A Bader Prof.Tzong-Fu Kuo Dr.Kim Jin Son


